
Special　 interview

NHKエデュケーショナルとコンドルズがプロデュースする
楽しいあそびの演出が大人気のファミリー向け公演

「コンドルズの遊
あそ

育
いく

計画」がシビックホールに初登場！
公演では構成・映像・振付を担当するコンドルズ主宰・
近藤良平とコンドルズプロデューサー・勝山康晴に

本公演の意気込み等をたっぷり伺いました！
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１１：００開演（１０：００開場）

１５：００開演（１４：００開場）

公演日時

日

スペシャルインタビュー

コンドルズ主宰／振付家・ダンサー　

近藤良平
ROCKSTAR有限会社 

代表取締役・コンドルズプロデューサー　

勝山康晴

文京シビックホール 大ホール

インタビューは2面、
チケット情報は8面をご覧ください

in Bunkyo

からだあそびを楽しもう！
コンドルズと一緒に

次号の文京アカデミーSQUAREは12月5日発行です

公益財団法人 文京アカデミー
〒112-0003 東京都文京区春日1-16-21（文京シビックセンター2階）

施設のご利用については  t03-5803-1100
広告掲載等については  t03-5803-1119

文京アカデミーSQUAREはホームページでもご覧いただけます

https://www.b-academy.jp/
財団広報紙「スクエア」をクリック

発行部数／100,000部　区内新聞折込
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令和2年12月5日発行
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次号の文京アカデミーSQUAREは1月5日発行です

本紙に掲載されている広告についてのご不明な点は広告主へお問合せください。

保 育 施 設 紹 介
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―― メンバーは男性のみ、学ラン姿でのパフォーミングが
印象的なコンドルズですが、振付や演出の際はどんなこと
を心掛けていますか。

近藤　コンドルズは、いろいろなことを題材にダンスの他
にも音楽、映像、人形などさまざまなものを使ってパフォー
マンスをしますが、「みんなと一緒に楽しいものを作る」とい
う方針で、あらゆるものを取り入れながら演出をしています。
振付については、子ども向けやテレビのCM向けなど、対
象や目的によって違いはありますが、どんな振付でも見た
人が「これ、近藤さんの振り付けじゃない？」とわかる、振付
家本人の個性が滲み出るような味のある振付、作品を見て
創作者が思い浮かぶ振付を理想としています。
勝山　同じラーメンでも、「あそこのラーメンじゃなきゃ駄目
なんだ！」という感じだよね（笑）。

―― 振付家として、ダンスの魅力はどんな所にあると感じ
ていますか。

近藤　今回の遊
あそ

育
いく

計画（以降、遊
あそ

育
いく

）に関連して言うとした
ら、ダンスの魅力は物を必要とせず、身体があればすぐに
でも発揮できるところだと思います。僕的には、ダンスは特
別視するような行為ではなくて、もっと僕らにとって日常的
なもの。例えば、食べたり、寝たり、走ったりすることと同じ
ようなところにダンスというものがあるような気がします。
勝山　僕はもともとダンスに興味がなくて、良平さんと出
会ってからダンスを始めたんですが、最初は「ダンスって、
なんて無意味なものなんだろう」と思いましたね。だって、
ダンスの動きって人生で必要な動きじゃないですよね。そ
んな動きをしなくても僕らは生きていけるし、この動きを何
に使うの？って（笑）。でも、そんな一見無意味に思えるも
のでも続けていると身体の記憶として蓄積されていく。これっ
てとても愉快なことだと思うんですよ。特に学校を卒業す
ると体育の授業がなくなって、身体を動かすことが少なくな
りますよね。そうすると人はほとんど効率的な動きしかしな
くなります。そんな暮らしの中でダンスに触れると、「こんな
無駄なことをしてもいいのか」と、ちょっと心が愉快になれ
るんです。身体に意味不明な情報が入っている分、何かゆ
とりのようなものが生まれるのかなということをすごく感じ
ますね。

―― 子ども時代にやっておくといいと思うことは？

勝山　五感を大事にすることでしょうか。先日、鼻は過去、
目は現在、耳は未来を感じる器官という、ちょっとカッコイ
イことを思いついたんですよ。生物学的に耳は遠方のもの
を感じられるし、目は目の前のものを感知して、鼻は食べる
時に匂いを嗅ぎますが、食べ物ってすでに生きていないか
ら過去のものですよね。今、インターネット文化が浸透する
社会の中で、みんな目に頼り過ぎてしまい、過去や未来に
対する感覚が弱くなっているという予感はします。
近藤　そうなんだよね。僕も大学で「五感を大事にしよう」
という授業をやっていて、写真を撮る課題を出しています。
課題をそう設定しないと、見えているものを見えたものとし
て捉えすぎて、どんなものにも触感や触った時の雰囲気が
あることに気づきにくい。今度学生から課題とした写真が返っ
てくるんですが、狙いが全然達成されていないかもしれな
いけど（笑）、楽しみですね。
勝山　それから、「物がなくても楽しめる」ってことを体験し
てほしい。僕も含めて「何かがないと何もできない」と思っ
ている人が結構いますが、そういう意識が強すぎると生き
ていくのに少し不自由ですよね。「なければ作ればいい。で
きたものは駄目でもいいじゃん」という、生命としての本能
的な強みみたいなものがあるといいと思います。遊

あそ
育
いく

でも、
会場で使うものはガラクタみたいなものしか置いていない
わけですよ。でも、「これをこう使ったら結構楽しめるね」と、
何かを創出する意欲や知恵を働かせることができる。お子
さんだけでなく、お父さんお母さんも含め、その意識を持つ
きっかけに出会う体験も大事ですよね。

―― 今回の遊
あそ

育
いく

を含め、公演やワークショップを通じて社
会貢献活動にも注力されていますが、取り組みについて教
えてください。

勝山　コンテンポラリーダンス、舞台芸術を通して社会貢
献をしようということで、さまざまな取り組みを行っていま
す。特に今、注力しているのは、埼玉県の彩の国さいたま芸
術劇場と組んで公演を行っている障がい者ダンスチーム「ハ
ンドルズ」の活動、地方文化の活性化を目的に、地方の各
団体と一緒に主催する市民参加型の公演、そして今回文
京シビックホールで開催する「遊

あそ
育
いく

計画」です。
　社会貢献も視野に入れた活動をしているアーティストの
存在を世の中にアピールすることで、文化芸術がこの世の
中に必要だということを伝えたいと考えています。フランス
などの海外に比べると、日本はもっと文化芸術に対する民
度を高める必要があると感じていますし、僕たちは社会の
文化芸術担当で、他の職業人と同じくらいの自負をもって
作品を作っています。取り組みを通して、そういうことをアピー
ルしたいですし、次世代の人たちにも後に続いてほしいと
思います。

―― 文京シビックホールでは初の「遊
あそ

育
いく

」ですが、どんな
公演にしたいですか。

近藤　昔、文京区にはよく来ていたのですが、今回初めて
この文京シビックホールで公演ができるので嬉しいです。
ホールスタッフの方からも遊

あそ
育
いく

をちゃんとやろうという熱
意がすごく伝わってくるので、ぜひ成功させたいですね。遊

あそ

育
いく

は、会場の設備や条件、参加人数によって内容をアレン
ジするのですが、ここは設備がいいですし、やりたいことが
今いっぱい浮かんでいます。久しぶりに公演をやるので、新
しいアイデアも入れつつ、子どもも大人もみんながワクワ
クするような刺激的なことができればいいなと思っています。
勝山　遊

あそ
育
いく

は参加者が主体的になって楽しめる公演になっ
ています。主体的に楽しめる舞台芸術を経験して、消費者
として舞台を見るだけではない舞台の在り方を小さい頃に
知っておくことで、それがゆくゆくは大きな糧となって未来
の舞台芸術が面白くなっていくといいですよね。

―― 最後に読者の皆さんにメッセージをお願いします。

近藤　今は何でも効率化する世の中ですが、無駄なことを
するのもいいですよ。僕は誰かが旅行に行く時、「役に立た
ないものを1個持っていけ」とアドバイスします。あると面
白いかなと思って。世の中が合理的になればなる程、そう
いうものが必要になってくる気がします。僕は楽器が好き
だから、音の鳴るものを持ち歩いていると安心するし、暇な
時は鳴らしています（笑）。
勝山　大人の方は身体を使う機会が少ないので、もっと身
体を動かすと良いと思います。例えば他人から何かを言わ
れてイライラしたら走るだけでも、「アイツの言っていること
も分かるな」となれるのに、そういうことをやらないからギ
スギスした世の中になっているように感じます。身体や細
胞が活性化すると、気持ちも活性化されて前向きになれる
ので、遊

あそ
育
いく

に参加したり、ぜひ身体を動かしてみてください。
僕も日頃ストレスを感じたら、近くの公園で走っています。
近藤　近づきたくないくらいすごい顔で走ってそうだよね

（笑）。

子どもも大人も、身体を動かして楽しめる遊
あそ

育
いく

。
皆さん、この機会にぜひご参加ください！

日本のコンテンポラリーダンス界を代表するダンスカンパニー・コンドルズ。結成から24年目の彼らを迎え
来年1月、文京シビックホール大ホールでファミリー向け公演「コンドルズの遊

あそ
育
いく

計画2021 in Bunkyo」を開催します。
今回は、コンドルズを主宰する近藤良平とコンドルズのプロデューサー兼メンバーの勝山康晴の両氏に

その活動内容や本公演への意気込みについて語っていただきました。

コンドルズ主宰／振付家・ダンサー

近藤良平
ROCKSTAR有限会社 代表取締役・コンドルズプロデューサー

勝山康晴
22002211

勝山康晴
近藤良平

in Bunkyo

コンドルズ スペシャルインタビュー

チケット情報は8面をご覧ください

身体があればすぐに
発揮できるのがダンスの魅力！

子ども時代は五感を大事に。

「遊
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育
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」は参加者が主体になって
楽しめる公演！

読者の方への
メッセージ。

文化芸術がこの世の中に
必要だということを伝えたい。

振付家本人の個性が滲み出るような、
味のある振付が理想。
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